
第 9回課題解答(6/26 提出分) 

 

問１ 
 

まず支点反力 RA，RBを求める 

0MA =+ ∑ ： 

06R30129 B =⋅++⋅⋅−   )kN(2RB −=  

0Fy =↑+ ∑ ： 

0R29R BA =+⋅−   )kN(20RA =  

 

右図に示すように Free body1～3 を考え，それぞれに

おける V および M を求める 

ここでは計算を簡略化するため，Free body2 と 3 は支

点 B からとっていることに注意してください 

From A to C (Free body 1) 

0Fy =↑+ ∑ ： 

0Vx920 1 =−−   20x9V1 +−=  

0M1 =+ ∑ ： 
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From B to D (Free body 2) 

0Fy =↑+ ∑ ： 

0V2 2 =+−   2V2 =  

0M2 =+ ∑ ： 

0x2M2 =+   x2M2 −=  
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From B to C (Free body 3) 

0Fy =↑+ ∑ ： 

0V2 3 =+−   2V3 =  

0M3 =+ ∑ ： 

0x230M3 =+−   30x2M3 +−=  

 

以上より，せん断力図，曲げモーメント図は 

右図のようになる 

 

曲げモーメントの最大値 Mmax は 26kN·m，W200×22.5

の Sxは Appendix C に示すように 194×103 (mm3)であ

る 
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問２ 
 

w
dx
dV

−= より 

⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+−−=

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ −−=−= ∫∫

0

2
0

0

0

C
L2
xw

xw

dx
L
x1wwdxV

 

V
dx
dM

= より 

10

3
0

2
0

0

2
0

0

CxC
L6
xw

2
xw

dxC
L2
xwxwVdxM

+++−=

⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
++−== ∫∫

 

 

0M,0x A == より  0C1 =  

0M,Lx B == より  
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M の最大値が最大となるのは 0V
dx
dM

== のときであるから 
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これを曲げモーメントの式に代入して 
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Appendix C 
 

 


